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ミクロデューマ一法による爆薬の窒寮定登法

qI和 19勾-･71】_h･R受理

L lt 王i

rIItlfl -yJ注に佐る7lMt杓Jlの郷 土
は額在一転に兼く行t'Jl塔るJlf..･るも之をXの■株
Iqに逆相ナる時はaCO)分節廿にJL .チッキ)を

生す 牝の地 を諒去ナるセ和は★接は牧丘の煉Fq

雌 を耶ひ五時矧 こ福本Jtる蟻作t･以て架知b相 の
ま蜘 S･ir浸 し碍てZEだ中な七｡

r'-JL.f-j法は柵 少丑rrろ称 tJl確の■q

に佐 舟々折紙の正銘を期し稚さことあり｡打ち如上
の雌 を幹さ息連にiE積ならは光のゑqE米社を安土

すべく rfす.771dユー-1.J轟に放るAl■切の実兼定
立柑作に付夫の如く改良を拭与たり｡

｢一タ.･デューY｣法は胎位を相 とCIと共に洪桝
rガスJi(洗車にて撫性分解せしむ 従って.～_吐剤
4lfrろ杓井 くrビpiヂン｣ヲ即と合助け イダーノ
tSl専)に在りてItZt譲架土の分析噂発に放て lLLI-

り)
ユ0.00'低さILを包ることあり｡3Cの抵btを完全なら
しbIETtlrる妹 Bを得る荘注文汝tll:壬柑 ra
y_'軸 執事を羅ZFする改良琵もり｡王かLども脚

の如き拍Jlに在りては呼で触 D急Zl々 引こ透る洪

農事く之を妨(-ZSには従来は慨 ZEi･eiりに連

ならしめぎろ玩 rJ{-チ-1の火を珪JFして中軒し
たるtIZにして矧 こ操作法に軸 をJkLたる報告を
ALJlL博す｡

骨 n zf u 切 掛

い .T. 11 三L

rリ .,イA--1珪r:伎ろJI窯顎乃鮎 壬暮に
辞 し生すろZI華7)#軌ミICの分Yの孟iZは ろZ拙 宅Cu
の約 五批 J=iaLaii51帯生成歳は古文 ド0-
X,)滋は4t化 CO- ,CO_-)の反古不十分,A.･ろtB
にて妬定糊 付JDRを違遺しrTI/トJ-qJ糾こ(1
入るJZなbとE考せらる.

従って分解を握汝にし分解生成.Tb 固守惨切付に

依るBZ天及鼓化民事i･究昏そしむろを矧 ぎLB地中の

盆兼は託生 に T′トJlQ 中に入相 発tRの如

き特殊なろ汝JZに付ても正qEなる宝架JlS･SltL各
べし｡田ちtB也F=8据鞘として作用する如き功文を
讃加せば和教FEちんと思考しrT',ユーfJを捻Ei

と帖同丑滋加したるに預細のhく良好なろ成蛾を収

めたるを以て之を叫告せんとす｡Fi体 抱伽 こ放ては

ば集材の rLタL･T-ェ一一JI去莞束分析を初めてサ
彪廿らろ 万ゝ一のさ考の巧井の妹作法は蛇足をも省
みず初歩よりmqIこた速せり.挽作法は殆ど拓%.

汁四円氏の書 r有gtatl窒士分軌 にまれ与.

y t 駿 隻 玉

rirgT'1--)法か資tに付てはW 'オ ス _

鼓重さ･rガス`~H･愚物 守に放て苛等増兵
'大Pi火中和市布化ポ故董

･共羽化サ大A3工功



火 車 は ☆ 止 節 8懲 宮日 ･i'K

嘉 ∴ 字 ここ∴ 王 l< L=二 二 ･

し庁へ勺｡

(l) 鮒 Tか3LJ象生鞍正史RM VスJ更
生裳tZ(a 2 は持合.稚内氏著書 印 LI所

出の茨淀にLて免官の r+" J架正次聯 rLtI/フ')養

正を担合せたるものTFウ.大Ln石及領鰍 ミ-j:

の如く成功 したり｡ズ喝石的Icm 角の大引二伸
きたるものを淡引航に入れ議領水 こ還 し,加inしっ1m3 r.lry7

1｣にて那 rL気泡の逮生せざるI=至らしめ
たる強雅熊h蒲と加小

水中より振出し滞れたる也にて rキ･JブJ鶴廿に用Iq>

EIEr 的 20等 の監酸に説献 ｢yスJを通じつ

i31沸したる鼓東庚rrス

}魚謙如x 袷呼十｡(-n 也染℡ (再 3)

於姓廿は点初 rJ-ィ./ツタスJ書を17Jひたるも鼓鎖したるJ

S以陳石英管を用ひたb｡之は棚 に伐る書曲呼なく粁石



ス,(-ナー｣とし.【否定rJ･'-ナー｣書I分の与をt
無策茨とせり.鴨 井ttは容易に一定道草を持ち四

千 .% 捷 作

ruスハーナ-Jに托しiBにすれ少｡ (:1〉 絵nの秤丘
長さ 1Scrn.内座 20mm の石英管(I)に rユタ

E,i tAを鶴附け TTjq,ミナ｣にて固め蔽ひ共の上

を rTスベストlにて蔽Jやrユタ.7⊥｣Eiは毘0.70

mnl奴扶 2.nQ'm のものを用ひ官強襲EE中のt束

を茨を 12白 とし鼓諌苛に依り&SAにて67nナC'=
保て○,iLEEは確も耕せ勤を以て蒔空し守けり.
(1) rT′トJ-ダ及7Id廷
丁〆 トJ-タjは盈有のHP.･fユー▼_用

のものにして容丘15{C兼/JtEl盛 01ccなりorア

′トJ-ダ｣の特急｣浅想すべきh総長上端eDち零

おより紅に同一の内igになり居ろことにして.若し

杜の部分のぬきときは ｢二日 ｣接の三池を除去し経
ず瀬定に別JIを兼すべし｡又 '〝スJg7人E3とrT
ブトノ ー〝)との棒卿 は芯1qJZちぎるベカ▲らずo

pラヴ.ヾ 形は不具なり.(JIJ

宇:･こ.tL ･flJ了
周 J

R遜色は三方活栓とし一方を41峯rJ･キシカ-ト
A, に ｢JJ._管にて過給十.活栓穿孔のHi関口に

は額長さ膨 D斉を作り'ガス_の通過tを嶺軌こ

買方し可る如くす,
TゾトJ-Jr_を好捕するには先ず rカ■ゥス｣

号さを京 ータt･ム｣だ主,托崇にて諌ひ 水,iq拝.｢ェ
ーテ4･.[こて七大沃#乾妹す.括臣に rワt･yン
を丁等lこ放り,次に rビ7L･ヤ｣を[ざ1'J管にてrT

I/ト}-I/JのPt管に皿枯す,ftlA･士J上b水空を
入れ丁虻 rカスJ左岸入口の抑敏より0与cm の茶さ

だ水鉄面が来る如くす〇六に捌 陸 と帝人E7とを

rJ'クフィン｣SErコー⊥]℡ (為さ q,m )にて rガ
ラスl- rサウス｣にti附(orTゾトJ-タ｣に使
用する 50'o'苛性 r7.･カ日 課は局方乃苛姓 rカ
9｣!00gを言辞大 雅 Cに狩辞し.水稚化 rノヾ ,)
ウーーJ5℃ を笥末にしたるものをh]へよく茂並して

′放せし上帯茂を虻用す｡

(･) 石英掛=FZlらナ仙ぬけにて十分なt).杓匹は

懲出qI=一改するもりは加熊に択り作句甘rp

や良したる鶴舟伐JZll)称fして不はLILJ).F勺
rX1-)mm-1Smm堤虎bものと可とす.

胞紐は甥末とBLFrrl･捷附小袖管に押粧す共の
方法式の如 し｡根粒押血管 (乃 ･'.)の中を耶≡根株

にて式ひ*位の壬丑i･粁bたる横地

醍

空Jlrngを入れ,小鬼皮にてよく外821

を拭き打暮す○夫に打Jt甘カJg帯を手
F=て持ち小袖 管内に栓也を放く.押

立甘を短く叩き可及的冶捻i･落L,外
器を/Jl東成rこて洪き押せLfE後の正文
の垂を坂)て稔性畳 とす｡押丑 には

q T rクーJL･▼ンJ(h'uh]man軌範放生天
和を緒絹せりorアブIメ-〝内に他姓後写生する

宝架.皇OS-05亡亡の場合に放てやも扶養少し.戟

に翰現生i･上達の如く2-F･rngのRJ王に加鼓す,若し

絵現の宝耕丘20㌔ LJ上なる格合一二は拍fiJtを lE,

一三rhgl=済するを吏すく

(2 機 を葱姓官に紫反する方法

憩.1廿を rキウ7LJより外し音つEの分析rこ任用し
たるは定醐 以外の肘を抱を試し出し研rLろSi扶

俄化領を長さ約 14cm の肝に充EAす.之を遍在の

柁Blに左手にて持ち上部に澗斗を牧む.又絵tLを評

釈せる試艶管に粉末旅イヒ劉 勺 】ec を加へ陸をして
摂辿ナ~之を左手に描ち手相にて廿をZElしっ 右ゝ手

較相のIrJ=て買さ垂J=附許せる炭化37を可及的話し
夫に左手胤こて壕を文盲手にて紳 ℡女神へ栓を外

し内苛'-i:を鼓弓!野内,こ謙し込fJ.維 廿にtと究炭化
額的 Jcc つ Jゝtにi'四人TL毎回釣岡持Z)撞作を扱
圧L然也管内に流し込il｡ yルコ-1Jを荘加する

蟻合'=はけなせる姶也l二時間且DrダJL･コ-1｣を
加へ畑 野を狙しっ▲Ul和し之に㈲宋艮化餅的 Icc
を加へ細 管を摂りザに1710の何きを似て租qiしっ

i況和したるものを仏他野中に泣叫し妨25iJ及茶3
回Eは夫 n々 lccの現兼酸化弘 こて沈芯す｡榊

に玖釈放化qZを共のkの厚さ的hr{m となる如く
加へ軸背部の鐘よりfZき窺封を入れ凶繋秋 28に通

し低牲菅を菓台上にゼナ.其王位iEf三先箱の点輔

を染ざたる前身が 30-11hm契合より外に出ろ如
くす｡小gT軌ま長夜r:充耕せる杖状酸化銭箱が浜の
中央に乗る如く玉き,又固定甘煮Ztは共7)rT′ト

ノーg｣に近き塊を数台の補を-致せLtJo
(8) 伽 野内の淡叔 rガ>Ji空奴

軸 管の入口にrヨ上 陸を発く盛込も.衣に r十
I/フJの称℡箱をrコ●J･｣tBに盛込tI.鰯 皆の瓜



火 4(協や iL 齢 8啓 子1-,L･-}at

野市;と rγ./ト}-グ｣に附したろ儲過陸とを rJI
ラブインJを｢コ'LJ軌 こて -ガタスト rガウスJ

に帝に逮臨す. rエ+I/カート̂ ･｣をCt峯にしたるも
のをr''Jt廿にて訊迎睦の≡方汚綾部に皿揺Lr十

･J7_の清隆を朗ぢ徐々1=rユキシカ-1lr･Jの活
栓を開く｡カニr】.ル カ- 1ル｣の招陸を閉ぢ捻

Jtに ｢十･/クー｣の請蛙をBBく｡牝の捜作を_'Bg挨正
チ. チ./トJ-ダJ上の活栓及許遜蛭を諸さ鰍

rカ'入｣を約 10秒激しく軌じ｢ビJlすJlこ如 'o開

放 rカ9 液をく分日泣入れ活良 ILlを偶t; t'～
IJを上げ rカリ｣淡を rフ･′トノ-ク)のF]産ST･

-附こ入る.箔捷 AJを朗b'rビんすJを下に硬さ

活性 h_.を熊手r=て加瀕Ll捗l泡の巡糞にて炎攻

どi/ス｣を流す,比の時感嘆瞥Jllに,匹見の少丑が功rf
せIZ'J､東池は卿 qTEしきrP顎にて菅巾を上井ナ (同

I.叩)苦し隷細 魚のなくなりたるとさは魁は全く

WL失する官なるも食掛 こ

∴

は鮒 ry入京砲が ｢々

I)｣77r中にLuろや否や小

さくTfりて上井するiSL･

井過密甚11収護とfL･ウⅠ

抱1泡の聞開一党せず按

が先になり掛三先が故に

なり雄雌的に浮上し行く
(縄L,乙)斯く1秒1池の

過変にてttlづろ紙 Tu
R l, 又l焦髄が r～クt'1ク

ーtly｣となりたるときは横根竹中の領瓢+_生くTr
くJ-{りたるものと見懲して姓支なし｡

(1) i5 汝 轄

東熊 rNスJ束魁が ｢-ク｡1ラー-L'ン｣となり
たらは r+I/7-Jの活栓 A,を桝JLr'rlLを57潤 しfE

鞍71に榊 を透す.JL初は抵抗謙7)蛭状を大にし破
き衣解lこ屯鼓を fi-.･tとす.比のFSEB唄lこ伐州 l'?

乗る焦魁が r!クF,-/9-ゼy｣たることを耶びFt

む｡ (比の群成生せる宅魁は才のZ景作に捗る舶除去

ナユ苦し瑞ちぎる場合には切紙を絶ち78ぴ1秒l魁

の速まにて紳 ｢ガス｣を漁等｢:クTナ9-t'ンj
と岱す,次に.ト軒下の可AbI,,-ナtJに軌火し紫

魁か3御 削こ_'泡の適度を屯えざる蝕決定しつiJ】-

棚 可肋 rJ<-ナーtと共に国定 r,～-J-｣の方
に近附け行くO牝の扮菊池の弛 適度It成矧 こ守ち

ぎるぺからず=JyL述斐大とならば火と柄とを少し

く妓退せしめ且くrEろを待ちて衣に遊行せしむろ櫓

常に辻甘するを挙す｡可動 TJ'-ナー｣が 咽 元F.～

＼

-ブ-｣に基規する位促遠火たちはPJt地位 tL=を閉

ぢ r+77】の汚睦 AJを議uL再び _̂･を徐◆に
BRきて菜殻慈変がi抄に空想のriF鞘になる如く加辞

千.可肋 rハーブ-レと小伊PTとをJl初の位恩に具
しJJ･鏡切を加讃tlhしっ▲ ln分IJ'に71Lび琶定 rJ<
一寸-｣に接すろiZ姓附かLfこ,夫に可h rJlr-J･

-Jの火を約す,裾遵睦を加卸し1秒1池の過JEに

過ち言分後払定 TJ･--デーJの苛洋を担つ,斯くし
て 15-25分女性過せば私幣 ｢7クL'1-7-ty｣
とrZろ,, .クE71テーゼソJにrfbたりは妨-に
｢ビIL,†｣をrT/トノーケJの‡項斗状の都かこ耕
け清隆 =̂を即す,'rコ●⊥l栓 グ三を撫執廿より外し
rT′1･J一日 の活は A.の｣-宇部B斗状の笛分及
下端の台を摺り乾酪計を柴偶せる部盤に速び rアゾ

トJ-ク｣の拝は A.の上市IQ斗状の掛二軍唆計を

立てかけ幼F十.牝の搭軽矧 こE盛5･を蔑ちぎるこ

とを零す｡苛し8匹部の ｢カリJ椛の共布に5Wazが

杓えi-にitウ居りたちは ~eんr･Jを下げ英の rつ
IJfiを机上に状たへ.中央部を握く叩きて郡田を

急軌こ甜 せしわ油虫すべし.少くともⅠ5分教世
故括吐 tLZを開きrt'̂･tJの燕和とF妊講7)燕卸
とを阿L'有言と課して ｢カ●入Jの窄畝を ｢JL,-べ｣
にて0001cc嬉El濁し同時に温BFと池 とをだ入ナ

〔温覚は (lTJ【C,条が11 1mlll也測定ナ】患姓淵地

上lJrT･/ l,-タ｣ll.の至栄の苓紙をtltiるi2.骨法
にては 51--60分,｢クーJL･つ-*｣を7;7i加し,'Lも領合

には長初のは鑓｢ハーナ-Ji宜の作g_時IJl粁長く 榊
一丁0分lL･tIo

(･J',1事後の尿理

撚切符J)先執ミ塩ざ内Tgrコ'･'･)管nのrキ'Jフj
にてmぢ腎的を常に洪熊 rカ'九Jにて沸し汝放す｡

夫に群び虻mする場合には院愛撫坂東以外の爪化弟

を群より瀬ulL.舶延の如く萌なる甜 ヒSRを拍位と

共に入る.一旦使用したる脈化i3Iは之t･舛めて rA
I/ケル｣mに入れ 少くとも10分riFFJ焦し,'1布扶
陸にかけ似 たと鴇来状との部かこ分ちてPlび使用ナ

rT./トJ-タ｣の TビA･事｣には rコJL･タ｣付せ

ESL滑斗罰に耕正く,斯くすれば一考入れたろーカ
リ｣液は少くとも3nDilの健脚こ恥 か,文具時.q仕

mせざるときは清色 人】を放牧い カy｣液を出し
て沃ひiZZく.憩牡管は-真鶴f*ナるときは岳yLナ考

塩班m可nBにしてia元額靴 lせは即V'永瀬環流桝こ

て黙しi}元十九は可T..,りっ

JY rf ■
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牲l:;∫;;;i:…芸冨芸L三言≡芸竺呈;fig,J芸 エ 1 ; ユ ニ'J - 16･97

EAIこLて由比の外に r- ｣燕の約 五r- スJ ; ヱ り すレ′ん 1714

3il=放ける細 強力改組 rq入日こ瓜机 宋る領 ' ト ,A トtZT 一ソ lT_Ds
且の塞対に映る妖藍を祉 Eするを平十〇匂】ちt鯵の -JL･
耳兼甜 t叩 .tiらたる勾兼榊 より如 2%を蓋引 日り = レ′ 17.2S
たるものたり｡Xi(して持たろ宅来春tJ,ill.条

トサ;IEIA '/ワ 1712丘の古市定iA上り次式rこ虻ウ姶tI中の史gE丘ITi(㌔) _,.,

tp*U.

)oBN(%〕=kq;V+logI+(I-llWS)

rTハ J-''JにてZJ頼りたる生来の窄 rナ トサittlナ lSIS

tA上rJ英の2,ii･引きたる払 (亡亡) 一日 リン

訂定した古里王衣集配にたける果菜 -(e ビ7日/L1 1､･31
*立 (mg)

S.墳丘急くmg

例 rダ フiユt･･)レTJqa .～(0,,) ll:l
v-_08Sj亡○(･1!,TJOCT19mmTl山
S=&23】mg

log1/ 'j8183

)081 4HjOI

L-)叩S ltq'G
Ltgy 11-qnO :i(06'llSA

v t 賢 慮 抹

香El哩1に11(タ■t･,-fIを馳 せざる甘藍-I
伐る幼合と rTルコーズ｣i.汲加したる雑 r:依る

場合との比扱書換を行ひ.式の如き甘稔朗 を柑た
り,枯典はすべて≡園のIJL均lbrzh

糊館詔 Lたる rデーコ-ス.は選者o)化JF用挨晶
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#なり.i.._洪封rK大畑 の慈tZtn化iRの郷 にL.)
Egる誹鮫にして旬正也-1% 巾lこ含まるるIc)なり｡
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て rナJLr-1法力:3Eの鞘堂にn喝.Vlt畢するの土
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rさタrナユーYJ注に伐る甥熊TID折 書に

暮 らて寸法に供与て書幹するときは燃戦蛾作を特に泣暮 して行ひ晃謙通年をii力71転ナろもXD分官主
iklzるZS蜘 雇岱は一歩こ r,<}.I+Jを生ず,
黙るI=抜出JIとLて牧丘に rク■ル3-A'Jを･Bazナ
ろ水改良点に仏るときは放牧徐■L=行はるii3常に

ZI藍少くよく一鼓したる伍を示せ ウe以上の侭 に

於て昔分析aEセ氏括すれば相 の如き脱 島IIを

札 市七tに於てEt扶藍 (J%) をt軸 に古書汝に･
臥 ナろ仇をa3]鼓を隻叫に牧りて託せ･9.秒 は常丘,
*軌 王政兵権に依りて得たる価にして米欧蝿蛙に依

る稚申訳控は甚だ少く ±lIOJ,93 以下lzることを知

ち,即ちER讃曲快に放て常任汲改良法のWには明瞭
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TLろ書方の盟を詔められ汝畦にyA,】-ズJセ琵Zzl
することに銭り各社は)の聯tを土011-rOo'以下
のZI盟を似て正耳に分析し得ろことを拝め柑たり｡
昔恥t書に付美Dt■湖そり嫌せ.f式の
如し
｡

くJ)rトl三トt･TFh4ベン･/-4,1ド=1U

r'Tぢ).
日q-lE･TiytA･jZi主723,0､rト

EJトF'タ1-′-A･｣し1去1728㌔).HJiトF'+

i,tJ-Jt･人h;≒17･t''.,).rピタ9ンj虎
X
≒1571

㌔),(トウJLトロトrH-JLJ(IT､=lS苅90),rlリ
･･Jt･A:Y./-JL･JN;1'u270),rナトラAI.,チ
フグyンJ (N=lSTBlo),

Tへ■+IトtlT･フエ上,A,
スA･フイr.
(y=Ⅰ､18.0,呼乃豆兼宅丑に富ウて

ほ宵tZEに伐るときii中J3艮監杓±り]3㌔,+_･ろに暫
し1掛 こ仏ろときは..
qlJIJLg!土HOr,9.以下にし.I

rに正撮なる牡1
_
>得たtI8
(-1〉rビタリン)叔rTンtンJ(_h'=_
乞77も).
rナトクJIト廿T･;*ンJNz2:jt;110).(テトII
JL･J(N= 91-
10,')I
r-▲i,̂･JN=lq.33
㌔
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JFy-yyJ(X=nT号1㌔.のbざ
井妹tDbr

に対してIt慈法と来SEとZ)斗弟はg!EFにして#封土

常に良好たる足技を読せり○
(it)rベン= 'Jり ITJ三】772,.)の如く毛玉 A:-ニト.･J題に非でして銅裁rェスナ̂

･Jの形にJS合せろものは*接木法典に托好なる脚 を売せり又之は細我 ｢′

T一ナ-J(さ=B･W,9.)I.=什ても用拝.王ら｡

(-i〉 宝来合711少き枚Eiqへは rJ-ニトl'ナ7
gryJ･Ti=]乞d駕 .｢ナ;トロトA,*-んJくド
三】ミ･3S?a

).等l=於てr=書法.末法共に分節書は上く

-ましたク｡(5) 総称IDrtPlyJ赦 rTyモ'

Jに栂兵法を通用したるJJ缶はLt好なる戚鞘を牧わ

た引こ亀の拭矧 二於てはXJD諸事丑は油 虻より益
I.'少さ鑑を得たウ･之は不純なろrピタIy 爪 rTノt

ン｣を府ひI=る13にして氏のJ

31合にetモもra=応の分析伍は互にl鮎圧せるを見

ろ｡斯くの如く兼改良法ほ一役甥顎?)是諾S!JL技
として十分に正稚rzろ私宅位をgIへ得るものにして
をELin の挟壬の湖東.未知

蝶実の確証gJこ略して十9･書用し得るもの

とZIt7.,抵bに*群発に封し蛙出紬 を岱H=

ろ千書工隼薄士及北JIIa

FIit士にFfE岩野十.女 良くl) 乙Grc
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低ニ トログリセリンダイナマイト

(萩ダイナマイト)に就て(節三報)

(増 発生成 JIス中の- 較 化淡紫丑 )

(JB 勾 1113zf.9月 211H受 il)

e A 頒 轟 秀 治←

〝 Llt 托 まB 之 助

阿 LS! 血 税

L 事l t

*鵬 は紅い 廿.TytJ yL*兼稚ダイナー†■
に叩十る取死耶三和{･あって.生としてこの甘g!･J)

は母教生yスの状況及これが作粟LII:彰中を及すべ

き一酸化糞矧こつき*投を行ったものである｡

尺TイナVイ>が■山に書用されてJA来こLQJI鼓
W ニよる中村 を出した報告Z5-もり,又日立■山

り ガを埠▲P【4トt･yyt･yyyイナマイII=tt
で(深ダイナーイ†第-稚1斗･tt5._I
巧暮+.我′イナ-{イトDt月JE力r=AてくA
Tイナーイト書=書)事Zia16-711

_I)印IfJt*軒tF捗月-①耽llも辻井無事上Po祁
竹に依る

棟内lもの甘験に放れは.網ダイナーrイトに比 し粍g'

イナーイlほ棚昔Aの一軒化郷 を竣生ナるとの朴

であるCむら戚ブイナYイトのiO･L-･栢Ⅰ/kg用′イ
ナYイトは TOlkgの一酸化崇栗を着生十石｡

併しStれ t戚′イナーイトの★朋職 に許し煉丑

雀荘ちに爆破Gl断に行き英の鼓す始発を牧して居ろ

Z5;ナナ′lンの故栓子に焦ら喝qi及'JZRの榊 はg

く感じたポー裁化漠兼の見入に依るFf書rt受けた事

め:TJ.･ヽ○

良) fl立+LJJ柁■.1'群lJナーイト斗iEV入024
■片や (¶何 18年8月)
日立&山ia■Jt'81イT-イト○オmKJlに
牡て (昭8 11q年.llJり
･ 双火野用大LyLql'榊 魚工か研究ji




